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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 24日 (2007.10.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル （ DSCH） お よ び 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル （ FACH） を 用 い
る 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の 方 法 で あ っ て ：
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を 適 用 し 、
　 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 し 、
　 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア
ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る こ と に よ り 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を も た
ら す 、
こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る 前 記 ス テ ッ プ
が 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ の 電 力 制 御 機 能 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る こ と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る 前 記 ス テ ッ プ
が 、 基 地 局 の 電 力 制 御 機 能 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る 前 記 ス テ ッ プ
が 、 転 送 フ ォ ー マ ッ ト 組 み 合 わ せ 集 合 の 選 択 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る こ と を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 前 記 導 出 さ れ た
電 力 制 御 情 報 に 依 存 し て 複 数 の 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る こ と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る ス テ ッ プ が 、 信 号 対 干 渉 差 に
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よ る 電 力 コ ス ト 計 算 に 基 づ い て 前 記 複 数 の 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ
す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る ス テ ッ プ が 、 固 定 さ れ た 信 号
対 干 渉 値 に 基 づ い て 前 記 複 数 の 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る こ と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る ス テ ッ プ が 、 動 的 に 更 新 さ れ
る 信 号 対 干 渉 値 に 基 づ い て 前 記 複 数 の 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る
こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 似 通 っ た 電 力 要
求 を も つ 移 動 局 を 同 じ 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 待 ち 行 列 に し て 同 時 に サ ー ビ ス を 提
供 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 似 通 っ た 電 力 要
求 を も つ 移 動 局 を 同 じ 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 に グ ル ー プ 化 す る こ と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 似 通 っ た 電 力 要
求 を も つ 移 動 局 を 同 じ 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル の 同 じ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 区 間 内 に グ ル ー
プ 化 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 シ ス テ ム が 、
　 時 分 割 二 重 通 信 シ ス テ ム 、

で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル （ DSCH） お よ び 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル （ FACH） を 用 い
る 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の 装 置 で あ っ て ：
　 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を 適 用 す る 手 段 と 、
　 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る 手 段 と 、
　 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア
ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る こ と に よ り 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を も た
ら す 手 段 、
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 記 載 の 装 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 要 素 。
 
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の 方 法 お よ び 装 置
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 シ ス テ ム お よ び 特 に （ こ れ に 限 る も の で は な い が ） 無 線 通 信 シ ス テ ム に
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　 UMTS無 線 シ ス テ ム 、
　 第 三 世 代 パ ー ト ナ ー シ ッ プ ・ プ ロ ジ ェ ク ト （ 3GPP） シ ス テ ム
の 少 な く と も 一 つ １

１ ３ 置 を



お け る 時 分 割 二 重 （ TDD:　 Time　 Division　 Duplex） 動 作 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 分 野 に お い て 、 前 方 ア ク セ ス チ ャ ネ ル （ FACH:　 Forward　 Access　 Channel）
転 送 チ ャ ネ ル の 電 力 管 理 が 万 国 移 動 通 信 シ ス テ ム （ UMTS:　 Universal　 Mobile　 Telecomm
unication　 System） 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 用 い ら れ う る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 三 世 代 パ ー ト ナ ー シ ッ プ ・ プ ロ ジ ェ ク ト （ 3GPP:　 3 r d 　 Generation　 Partnership　 P
roject） 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て は 、 FACHは 下 り リ ン ク 伝 送 に 使 用 さ れ る 一 般 的 な 転 送
チ ャ ネ ル で あ る 。 い く つ か の ユ ー ザ ー 装 置 （ UE:　 User　 Equipment　 unit） に 宛 て ら れ た
デ ー タ は FACH（ 単 数 ま た は 複 数 ） に マ ッ ピ ン グ さ れ う る 。 FACHは 次 い で 物 理 層 に よ っ て 多
重 化 さ れ 、 符 号 化 複 合 転 送 チ ャ ネ ル （ CCTrCH:　 Coded　 Composite　 Transport　 Channel
） に マ ッ ピ ン グ さ れ 、 二 次 共 通 制 御 物 理 チ ャ ネ ル （ S-CCPCH:　 Secondary　 Common　 Contr
ol　 Physical　 Channel） 物 理 チ ャ ネ ル 上 で 伝 送 さ れ る 。 UEは S-CCPCH物 理 チ ャ ネ ル を 受 信
し 、 FACHを 抽 出 し 、 自 分 に 宛 て ら れ た デ ー タ を 識 別 す る 。 典 型 的 に は 、 FACH上 で 送 ら れ る
デ ー タ は 転 送 時 間 間 隔 （ TTI:　 Transmission　 Time　 Interval） 毎 に 再 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ
さ れ る （ こ こ で 、 TTI＝ 10,　 20,　 40ま た は 80ms） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 FACH上 で 電 力 管 理 を 適 用 す る と い う 概 念 は 従 来 技 術 に お い て 知 ら れ て い る 。 た と え ば 、
公 開 さ れ た 米 国 特 許 出 願 US2002/0094833　 A1で は 、 送 信 電 力 が 下 記 に 従 っ て 制 御 さ れ る こ
と が 知 ら れ て い る ：
　 UE測 定 値
　 　 ・ 受 信 信 号 強 度
　 　 ・ SIR（ Signal　 to　 Interference　 Ratio［ 信 号 対 干 渉 比 ］ ）
　 　 ・ 誤 り 率 （ ブ ロ ッ ク 誤 り 率 ［ BLER:　 Block　 Error　 Rate］ 、 ビ ッ ト 誤 り 率 ［ BER:　 B
it　 Error　 Rate］ ）
　 現 在 の セ ル 条 件
　 　 ・ ト ラ フ ィ ッ ク 量
　 　 ・ %　 max　 BTS（ 使 用 中 の 最 大 基 地 送 信 局 ［ Base　 Transmitter　 Station］ 電 力 の 百
分 率 ）
文 書 “ MBMS　 Power　 Usage” （ 3GPPの ウ ェ ブ サ イ ト の www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2
/TSGR2_31/Docs/Zips/R2-022110.zipで 入 手 可 能 ） お よ び 文 書 “ Comparison　 of　 DSCH　 a
nd　 FACH　 for　 MBMS　 use” （ 3GPPの ウ ェ ブ サ イ ト の www.3gpp.org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2
/　 TSGR2_33/Docs/R2-023017-MBMS%20comparison.docで 入 手 可 能 ） で は 、 FACHの 電 力 制 御
は 3GPPに お け る 放 送 使 用 の た め に も 提 案 さ れ て い る （ MBMS:　 Multimedia　 Broadcast　 Mu
lticast　 Service［ マ ル チ メ デ ィ ア 放 送 マ ル チ キ ャ ス ト ・ サ ー ビ ス ］ ） 。 こ こ で は 、 も し
ネ ッ ト ワ ー ク が セ ル 内 の 諸 MBMSユ ー ザ ー の 幾 何 学 情 報 を 知 っ て い れ ば 、 や み く も に セ ル 全
体 を カ バ ー す る た め の 電 力 を 使 う の で は な く 、 MBMSサ ー ビ ス に 加 入 し て い る 全 ユ ー ザ ー に
サ ー ビ ス を 提 供 す る の に ち ょ う ど 十 分 な だ け に 送 信 電 力 を 設 定 で き る と い う 提 案 が さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ れ ら の も の お よ び 同 様 の 従 来 技 術 方 式 の 欠 点 は 、 個 々 の UEの 電 力 ニ ー ズ の 推
定 の 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 要 求 さ れ る UEの 測 定 お よ び 処 理 動 作 は 、 空 中 デ ー タ （ data　 over　 the　 air）
イ ン タ ー フ ェ ー ス の 複 雑 さ を 増 し 、 通 信 量 を 増 す こ と に つ な が る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 単 純 な 電 力 管 理 動 作 で は 通 信 シ ス テ ム 内 で の 最 適 な 資 源 使 用 に つ な が ら な い こ と
も あ る 。 こ う し て 従 来 の シ ス テ ム は 低 下 し た 容 量 と な り う る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 よ っ て 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 管 理 の た め の 改 良 さ れ た 方 法 お よ び 装 置 が 有 益
と な っ て く る 。 特 に 、 上 述 し た 欠 点 が 軽 減 さ れ う る シ ス テ ム が 有 益 と な っ て く る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 述 し た 欠 点 の 一 つ ま た は 複 数 を 個 々 に 、 あ る い は 何 ら か の 組 み
合 わ せ に お い て 緩 和 、 軽 減 ま た は 解 消 し よ う と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 側 面 に よ れ ば 、 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル （ DSCH:　 Downlink　 Share
d　 Control　 Channel） お よ び 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル （ FACH:　 Forward　 Access　 Con
trol　 Channel） を 用 い る 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の 方 法 で あ っ て ：
下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を 適 用 し ； 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で
の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 し ； 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か
ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る こ と に よ り 前 方 ア ク
セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を も た ら す 、
こ と を 有 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 側 面 に よ れ ば 、 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル （ DSCH） お よ び 前 方 ア ク セ
ス 制 御 チ ャ ネ ル （ FACH） を 用 い る 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の 装 置 で あ っ て ：
下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を 適 用 す る 手 段 と ； 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ
ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら 電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る 手 段 と ； 該 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル
上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る こ
と に よ り 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で 電 力 制 御 を も た ら す 手 段 、
と を 有 す る 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル （ FACH） 上 で も た ら さ れ る 電 力 制 御 は 、 FACHの た め の 送 信 電
力 を 調 整 す る こ と に よ っ て 直 接 的 に も た ら さ れ て も よ い し 、 た と え ば 下 り リ ン ク 共 有 制 御
チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情 報 に 応 じ て FACH上 で 通 信 さ れ る べ き
デ ー タ を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る こ と に よ っ て 間 接 的 に も た ら さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た 電 力 制 御 情
報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 適 用 す る こ と に よ り 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電
力 制 御 を も た ら す こ と は 、 下 り リ ン ク 共 有 制 御 チ ャ ネ ル 上 で の 電 力 制 御 か ら の 導 出 さ れ た
電 力 制 御 情 報 を 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル に 提 供 す る こ と に よ り 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ
ル の た め の 電 力 要 求 を 決 定 す る こ と に よ っ て で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 力 要 求 は 、 前 方 ア ク セ ス 制 御 チ ャ ネ ル の 送 信 の た め の 送 信 電 力 の よ う な パ ラ メ ー タ ま
た は デ ー タ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 設 定 す る た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 通 信 シ ス テ ム は た と え ば 第 三 世 代 セ ル ラ ー 通 信 シ ス テ ム 、 特 に 3GPPに よ っ て 規 格 化 さ れ
た 技 術 仕 様 書 に お い て 定 義 さ れ て い る 3GPP第 三 世 代 セ ル ラ ー 通 信 シ ス テ ム で あ り う る 。 本
発 明 の こ れ ら の こ と を 含 む さ ま ざ ま な 側 面 、 特 徴 お よ び 利 点 は 以 下 に 述 べ ら れ る 実 施 形 態
を 参 照 す る こ と に よ っ て 明 ら か と な り 、 明 快 に 説 明 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 を 組 み 込 ん だ 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 制 御 の た め の
方 法 お よ び 装 置 に つ い て こ れ か ら 、 あ く ま で も 例 と し て 付 属 の 図 面 を 参 照 し つ つ 述 べ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 以 下 施 形 態 は 、 TDDモ ー ド で 動 作 す る UMTS無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク （ UTR
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AN:　 UMTS　 Radio　 Access　 Network） の コ ン テ キ ス ト に お い て 記 述 さ れ る 。 ま ず 図 １ を
参 照 す る と 、 典 型 的 な 標 準 的 UMTS無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク （ UTRAN） シ ス テ ム １ ０ ０ は
便 宜 上 、 端 末 ／ ユ ー ザ ー 装 置 領 域 １ １ ０ 、 UMTS地 上 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク 領 域 １ ２ ０
、 コ ア ネ ッ ト ワ ー ク 領 域 １ ３ ０ か ら な る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 端 末 ／ ユ ー ザ ー 装 置 領 域 １ １ ０ に お い て は 、 端 末 装 置 （ TE:　 terminal　 equipment） １
１ ２ は 移 動 装 置 （ ME:　 mobile　 equipment） １ １ ４ に 有 線 ま た は 無 線 Rイ ン タ ー フ ェ ー ス
を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 ME１ １ ４ は ユ ー ザ ー サ ー ビ ス 識 別 モ ジ ュ ー ル （ USIM:　 user　 s
ervice　 identity　 module） １ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ME１ １ ４ お よ び USIM１ １ ６ を 合 わ
せ た も の が ユ ー ザ ー 装 置 （ UE） １ １ ８ と 考 え ら れ る 。 UE１ １ ８ は 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー
ク 領 域 １ ２ ０ 内 の ノ ー ド B（ 基 地 局 ） １ ２ ２ と 無 線 Uuイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て デ ー タ を
通 信 す る 。 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク 領 域 １ ２ ０ 内 で は 、 ノ ー ド B１ ２ ２ は 無 線 ネ ッ ト ワ
ー ク コ ン ト ロ ー ラ （ RNC:　 radio　 network　 controller） １ ２ ４ と lubイ ン タ ー フ ェ ー ス
を 介 し て 通 信 す る 。 RNC１ ２ ４ は 他 の RNC（ 図 示 せ ず ） と lurイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 通
信 す る 。 ノ ー ド B１ ２ ２ お よ び RNC１ ２ ４ が 一 緒 に な っ て UTRAN１ ２ ６ を な す 。 RNC１ ２ ４ は
コ ア ネ ッ ト ワ ー ク 領 域 １ ３ ０ 内 の サ ー ビ ン グ GPRSサ ー ビ ス ノ ー ド （ SGSN:　 serving　 GPRS
　 service　 node） １ ３ ２ と luイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 通 信 す る 。 コ ア ネ ッ ト ワ ー ク 領
域 １ ３ ０ 内 で は 、 SGSN１ ３ ２ は Gnイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て ゲ ー ト ウ ェ イ GPRSサ ポ ー ト ノ
ー ド （ GGSN:　 gateway　 GPRS　 support　 node） １ ３ ４ と 通 信 す る 。 SGSN１ ３ ２ お よ び GGS
N１ ３ ４ は ホ ー ム 位 置 登 録 簿 （ HLR:　 home　 location　 register） サ ー バ ー １ ３ ６ と Grイ
ン タ ー フ ェ ー ス お よ び Gcイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 通 信 す る 。 GGSN１ ３ ４ は 公 衆 デ ー タ ネ
ッ ト ワ ー ク １ ３ ８ と Giイ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 通 信 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 要 素 RNC１ ２ ４ 、 SGSN１ ３ ２ お よ び GGSN１ ３ ４ は 従 来 式 に は ば ら ば ら で 別
個 の ユ ニ ッ ト と し て （ そ れ ぞ れ の ソ フ ト ウ ェ ア ／ ハ ー ド ウ ェ ア ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 で ）
提 供 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う に 無 線 ア ク セ ス ネ ッ ト ワ ー ク 領 域 １ ２ ０ お よ び コ ア ネ ッ ト ワ ー
ク 領 域 １ ３ ０ の 間 に 分 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 RNC１ ２ ４ は 数 多 く の ノ ー ド B１ ２ ２ の た め に 制 御 お よ び 資 源 の 割 り 当 て を 担 っ て い る UT
RAN要 素 で あ る 。 典 型 的 に は 一 つ の RNCが 50か ら 100の ノ ー ド Bを 制 御 し う る 。 RNCは ま た 、
空 中 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 じ て ユ ー ザ ー ト ラ フ ィ ッ ク の 信 頼 で き る 配 送 を も 提 供 す る 。 ハ
ン ド オ ー バ ー お よ び マ ク ロ ダ イ バ ー シ チ を サ ポ ー ト す る た め に RNCど う し は 互 い に （ lurイ
ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て ） 通 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 SGSN１ ３ ２ は 、 セ ッ シ ョ ン 制 御 お よ び HLRへ の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 担 う UMTSコ ア ネ ッ ト
ワ ー ク の 要 素 で あ る 。 SGSNは 個 々 の UEの 位 置 を 追 跡 し て お り 、 セ キ ュ リ テ ィ 機 能 お よ び ア
ク セ ス 制 御 を 実 行 す る 。 SGSNは 多 く の RNCの た め の 大 き な 中 央 化 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 GGSN１ ３ ４ は 、 コ ア パ ケ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク 内 の ユ ー ザ ー デ ー タ を 最 終 目 的 地 （ た と え ば
イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ ー ［ ISP:　 internet　 service　 provider］ ） に 集 中
お よ び ト ン ネ リ ン グ さ せ る こ と を 担 う UMTSコ ア ネ ッ ト ワ ー ク の 要 素 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の よ う な UTRANシ ス テ ム お よ び そ の 動 作 の よ り 完 全 な 記 述 は 3GPPウ ェ ブ サ イ ト www.3gp
p.orgか ら 入 手 可 能 な 3GPP技 術 仕 様 文 書 3GPP　 TS25.401、 3GPP　 TS23.060お よ び 関 係 す る
文 書 に あ り 、 こ こ で こ れ 以 上 詳 細 に 述 べ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は FACHの 一 つ の 使 用 を 図 解 し て い る 。 こ こ で 、 ２ つ の FACH転 送 チ ャ ネ ル （ FACH1、
２ １ ０ ； FACH2、 ２ ２ ０ ） が 同 じ CCTrCH、 ２ ３ ０ に マ ッ ピ ン グ さ れ て い る 。 該 CCTrCH２ ３
０ は い く つ か の S-CCPCH物 理 チ ャ ネ ル 上 で 担 わ れ て い る 。 FACH1は 0ま た は 1の ユ ー ザ ー 面 の
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転 送 ブ ロ ッ ク を 搬 送 し 、 FACH2は 0、 1ま た は 2の 信 号 ト ラ フ ィ ッ ク の ブ ロ ッ ク を 搬 送 す る 。
CCTrCHが 搬 送 し う る の は １ つ の ユ ー ザ ー 面 ブ ロ ッ ク ま た は ２ つ の 信 号 ブ ロ ッ ク で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 FACH2は 全 UEの 間 で 、 た と え 同 じ TTIの 間 で も 共 有 さ れ る 。 UEは S-CCPCHを 受 信 す る と 自
分 に 向 け ら れ た 信 号 ブ ロ ッ ク が ど れ か を 識 別 す る 。 そ れ は 、 DCCH（ Dedicated　 Control　
Channel［ 専 用 制 御 チ ャ ネ ル ］ ） 論 理 チ ャ ネ ル の 場 合 に は 媒 体 ア ク セ ス 制 御 （ MAC:　 Mediu
m　 Access　 Control） ヘ ッ ダ 内 の UE　 IDフ ィ ー ル ド に よ っ て な さ れ る （ 3GPPウ ェ ブ サ イ ト
か ら 入 手 可 能 な 3GPP技 術 仕 様 文 書 25.321に お い て 記 載 さ れ て い る よ う に ） 。 あ る い は 、 CC
CH（ Common　 Control　 Channel［ 共 通 制 御 チ ャ ネ ル ］ ） お よ び SHCCH（ Shared　 Control　
Channel［ 共 有 制 御 チ ャ ネ ル ］ ） の 場 合 に は RRC（ Radio　 Resource　 Control［ 無 線 資 源 制
御 ］ ） メ ッ セ ー ジ 内 の UE　 IDの 検 査 に よ っ て な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 CCTrCHの 可 変 レ ー ト を 受 け 入 れ る た め 、 物 理 コ ー ド の 数 が 調 整 さ れ 、 こ の 選 択 を 識 別 す
る た め に 物 理 チ ャ ネ ル 上 で 搬 送 さ れ る 転 送 フ ォ ー マ ッ ト 組 み 合 わ せ 指 示 子 （ TFCI:　 Trans
port　 Format　 Combination　 Indicator） が 使 用 さ れ る （ 3GPPウ ェ ブ サ イ ト か ら 入 手 可 能
な 3GPP技 術 仕 様 文 書 25.221に お い て 記 載 さ れ て い る よ う に ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 FACHは 共 通 チ ャ ネ ル で あ る の で 、 物 理 チ ャ ネ ル は 目 標 と さ れ る 全 UEが 内 容 を デ コ ー ド で
き る の に 十 分 な 電 力 を も っ て 送 信 さ れ る 必 要 が あ る 。 典 型 的 に は 送 信 は 、 目 標 と さ れ る UE
が セ ル の 端 に あ っ て も 送 信 内 容 を デ コ ー ド で き る よ う （ 最 悪 ケ ー ス の 想 定 で あ る ） 最 大 電
力 で 行 わ れ る 。 し か し 、 も し た と え ば 目 標 と さ れ る UEが み な セ ル 中 央 付 近 に あ っ た と し た
場 合 に は 潜 在 的 な 電 力 の 無 駄 に な る 。 明 ら か に 、 基 地 局 か ら の 経 路 損 失 が 最 大 の ユ ー ザ ー
を 満 足 さ せ る の に 十 分 な 電 力 だ け で 送 信 す る こ と に よ っ て 、 電 力 が 節 約 で き 、 そ の 分 が 他
の （ S-CCPCHで な い ） 物 理 チ ャ ネ ル に よ っ て 利 用 さ れ う る 。 さ ら に 、 同 じ （ 最 大 ） 電 力 内
で よ り 多 く の FACHブ ロ ッ ク を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る と い う 代 替 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 FACH使 用 へ の 代 替 的 な ア プ ロ ー チ を 示 し て い る 。 こ こ で 、 そ れ ぞ れ S-CCPCH型
で 、 そ れ ぞ れ 単 一 の FACHを サ ポ ー ト す る ４ つ の CCTrCH（ CCTrCH1、 ３ １ ０ ； CCTrCH2、 ３ ２
０ ； CCTrCH3、 ３ ３ ０ ； CCTrCH4、 ３ ４ ０ ） が 確 立 さ れ る 。 あ る 送 信 の 間 は 、 単 一 の FACHだ
け が 単 一 の UEの た め に ト ラ フ ィ ッ ク を 搬 送 す る 。 セ ル 内 の UEは CCTrCH1の み に 耳 を 傾 け る
も の 、 CCTrCH2の み に 耳 を 傾 け る も の 、 な ど に 細 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 さ ま ざ ま な UEの 電 力 要 求 の 知 識 が な け れ ば 最 悪 ケ ー ス を 想 定 し な け
れ ば な ら な い 。 そ の 場 合 、 各 FACHは ぎ り ぎ り の セ ル 端 に あ る UEに ま で デ ー タ を 運 び 、 各 CC
TrCHは 相 応 の 電 力 を 消 費 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 用 い ら れ る S-CCPCH　 CCTrCHが 単 一 だ ろ う と （ 図 ２ の よ う に ） 多 数 だ ろ う と （ 図 ３ の よ
う に ） 、 何 ら か の 形 の 電 力 制 御 が 導 入 で き れ ば ス ル ー プ ッ ト の 向 上 （ ま た は 電 力 消 費 の 削
減 ） が 実 現 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 さ ら に 、 資 源 使 用 の 削 減 お よ び そ れ に よ り 通
信 シ ス テ ム 全 体 と し て の 容 量 の 増 大 が 達 成 さ れ う る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の あ る 重 要 な 特 徴 は
、 FACH上 で の UEの 電 力 要 求 を 決 定 す る た め に 、 下 り リ ン ク 共 有 チ ャ ネ ル （ DSCH） 上 で UEへ
の 電 力 制 御 を 使 用 す る こ と で あ る 。 前 記 電 力 要 求 は 、 FACHに 関 連 す る 何 ら か の パ ラ メ ー タ
ま た は 特 性 を 制 御 す る た め に 使 用 さ れ う る 。 特 に 、 前 記 電 力 要 求 は 、 FACHの 送 信 電 力 を 設
定 す る こ と に よ っ て 直 接 的 に 電 力 制 御 を 提 供 す る た め に 使 用 し て も よ い し 、 あ る い は 前 記
電 力 要 求 に 応 じ て デ ー タ の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 実 行 す る こ と に よ っ て 間 接 的 に 電 力 制 御 を
提 供 す る た め に 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 を 実 装 す る た め の 電 力 制 御 装 置 ４ ０ ０
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は 、 DSCH電 力 制 御 情 報 を 導 出 す る た め の モ ジ ュ ー ル ４ １ ０ と 、 該 DSCH導 出 さ れ た 電 力 制 御
情 報 を 受 信 し 、 そ れ に 依 存 し て FACH電 力 制 御 を 実 行 す る た め の モ ジ ュ ー ル ４ ２ ０ と を 含 ん
で い る 。 周 波 数 分 割 二 重 （ FDD:　 Frequency　 Division　 Duplex） 動 作 に は 適 用 で き な い
一 方 、 こ の 方 式 は TDD動 作 に は 特 に 好 適 で あ る 。 そ れ は TDDで は DSCHは 、 専 用 の 資 源 を 割 り
当 て る 必 要 な く 、 FACHと 同 じ UE状 態 （ こ れ は 「 セ ル FACH状 態 」 と 呼 ば れ る ） で 使 用 さ れ う
る か ら で あ る （ 3GPPウ ェ ブ サ イ ト か ら 入 手 可 能 な 3GPP技 術 仕 様 文 書 25.331に お い て 記 載 さ
れ て い る よ う に ） 。 換 言 す れ ば 、 UEは DSCH上 で サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き 、 DSCH電 力 制
御 機 構 を 使 っ て 電 力 情 報 が 抽 出 さ れ る こ と が で き 、 次 い で DSCH動 作 か ら 知 得 さ れ た 電 力 情
報 を 利 用 し て UEが 迅 速 か つ 容 易 に FACH上 で サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。 セ ル FACH状 態
で の DSCH動 作 は 、 UMTS通 信 シ ス テ ム に お け る FDDに つ い て は 可 能 で は な い 。 UEは 、 DSCHを
受 信 し う る 、 専 用 の 資 源 が 認 め ら れ る セ ル DCH状 態 に 移 ら な け れ ば な ら な い （ DSCHだ け で
な く FACHも 受 信 し う る が 、 こ れ は UEが ３ つ の CCTrCHを 同 時 に デ コ ー ド す る 機 能 を 有 す る こ
と を 必 要 と す る ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 DSCHの 電 力 制 御 情 報 は 、 た と え ば ： RNC電 力 制 御 エ ン テ ィ テ ィ か ら 直 接 に （ RNCベ ー ス の
電 力 制 御 の 場 合 ） 、 あ る い は ノ ー ド B電 力 制 御 エ ン テ ィ テ ィ か ら 間 接 的 に （ ノ ー ド Bに お け
る TPC電 力 制 御 の 場 合 ） 得 ら れ う る 。 FACH上 の 電 力 制 御 は さ ま ざ ま な 方 法 で 得 ら れ る が 、
そ れ に は た と え ば ： TFCS選 択 、 上 記 に 基 づ く 電 力 管 理 計 算 を 使 っ た FACH（ コ ー ド 数 ／ デ ー
タ レ ー ト ） の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 、 C/I差 法 を 使 っ た 電 力 コ ス ト 計 算 、 固 定 の ま た は 動 的 に
更 新 さ れ る C/I値 の 使 用 、 ま た は 同 様 の 電 力 要 求 を も つ UEを FACH上 で 同 時 に 待 ち 行 列 を な
し て サ ー ビ ス を 提 供 す る 、 と い っ た こ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の あ 施 形 態 で は 、 FACHブ ロ ッ ク は 、 目 標 と す る UE
が 耳 を す ま せ て い る CCTrCHに 従 っ て n個 の 待 ち 行 列 ５ １ ０ 1 、 ５ １ ０ 2 、 … ５ １ ０ n の う ち の
一 つ に お い て 待 ち 行 列 に 加 え ら れ る 。 各 CCTrCHは k i 個 ま で の 拡 散 因 子 16（ SF16:　 spreadi
ng　 factor　 16） の コ ー ド を 用 い う る 。 各 CCTrCHに 割 り 当 て ら れ る コ ー ド 集 合 ど う し は 互
い に 素 で あ り 、 全 CCTrCHに わ た る コ ー ド の 総 数 は 16以 下 で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 DSCHか ら 決 定 さ れ る 電 力 要 求 に 応 じ て FACHデ ー タ を ス ケ ジ ュ
ー リ ン グ す る こ と に よ っ て 、 FACHの た め の 電 力 制 御 が も た ら さ れ う る 。 た と え ば 、 FACHス
ケ ジ ュ ー ラ が FACHデ ー タ の 電 力 要 求 を 決 定 し 、 合 わ せ た 電 力 要 求 が 所 定 の 限 界 を 超 え る ま
で FACH上 で の 送 信 の た め に デ ー タ を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ し う る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 と し て 、 FACHス ケ ジ ュ ー ラ の 動 作 の た め の 擬 似 コ ー ド を 以 下 に 挙 げ る 。 こ の 例 の キ ー
と な る 動 作 は 、 あ る 転 送 フ ォ ー マ ッ ト 組 み 合 わ せ （ TFC:　 transport　 format　 combinati
on） を サ ポ ー ト す る と き の CCTrCHの 電 力 コ ス ト の 計 算 で あ る 。 TFCは 、 CCTrCHの FACH転 送
チ ャ ネ ル 上 の FACHブ ロ ッ ク の 特 定 の 組 み 合 わ せ を 表 し て い る 。 電 力 コ ス ト は 、 基 地 局 の 最
大 送 信 電 力 に 対 す る 割 合 と し て 定 義 さ れ る 。 電 力 コ ス ト pを 計 算 す る た め 、 次 の ２ つ の 量
の 差 を 計 算 す る ：
・ UE　 jに お い て 所 望 さ れ る 信 号 を 雑 音 ＋ 干 渉 の レ ベ ル で 割 っ た も の （ C/I） の 、 UE　 jが
基 地 局 全 電 力 を 用 い て サ ー ビ ス を 受 け る と し た 場 合 の 値 C/I m a x , j （ こ れ は 当 該 UEへ の DSCH
電 力 制 御 か ら 決 定 さ れ る ）
・ そ の TFCを サ ポ ー ト す る た め に 必 要 と さ れ る C/I、 す な わ ち C/I T F C
こ こ で 、 い ず れ の 量 も dB単 位 と す る 。 す な わ ち ：
　 p T F C , j ＝ 10^{(C/I m a x , j － C/I T F C )/10}
　 こ こ で の 用 法 で は 「 雑 音 」 お よ び 「 干 渉 」 の 用 語 が 同 義 と 考 え ら れ る べ き で あ り 、 い ず
れ も 雑 音 お よ び 干 渉 を 包 含 す る こ と 、 そ し て 「 信 号 ／ 干 渉 」 は 「 信 号 ／ （ 雑 音 ＋ 干 渉 ） 」
を 包 含 す る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 FACHブ ロ ッ ク は 二 つ 以 上 の UEか ら 同 じ CCTrCH上 に ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ う る の で 、 電 力
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コ ス ト は 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ る UEの 最 悪 ケ ー ス 、 す な わ ち C/I m a x , j が 最 も 小 さ い UEを
想 定 し て 計 算 さ れ る べ き で あ る 。
 
　 Queue＝ start_queue　 　 /*　 た と え ば ア ル ゴ リ ズ ム の 実 行 の た び に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 start_queueを 1イ ン ク リ メ ン ト （ mod　 nで ） 　 */
 
　 　 Do
　 　 　 　 Do
　 　 　 　 　 　 queueか ら 次 の FACH転 送 ブ ロ ッ ク を 取 得
　 　 　 　 　 　 ブ ロ ッ ク を 加 算 す る こ と か ら 帰 結 す る TFCを 計 算
　 　 　 　 　 　 TFCを 担 う こ の CCTrCHの た め の 電 力 コ ス ト を 計 算
　 　 　 　 　 　 全 CCTrCHの 累 積 電 力 コ ス ト が ≦ 1な ら
　 　 　 　 　 　 　 FACHブ ロ ッ ク の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 承 認
　 　 　 　 While（ 全 CCTrCHの 累 積 電 力 コ ス ト が ≦ 1　 AND
　 　 　 　 　 　 　 　 k q u e u e 個 の コ ー ド が よ り 多 く の ブ ロ ッ ク を 取 れ る 　 AND
　 　 　 　 　 　 　 　 queueが 空 で な い ）
　 　 　 　 Queue＝ (queue＋ 1)　 mod　 n　 　 　 /*　 次 の queueへ 　 */
　 　 While（ 全 CCTrCHの 累 積 電 力 コ ス ト が ≦ 1　 AND
　 　 　 　 　 　 NOT　 全 queueが ア ド レ ッ シ ン グ 済 み ）
 
注 ： UE　 jに つ い て DSCH電 力 制 御 情 報 が 利 用 可 能 で な け れ ば 、 ス ケ ジ ュ ー ラ は ユ ー ザ ー は
セ ル の 端 に い る と 想 定 し 、 そ の よ う な ユ ー ザ ー の た め に 適 切 な C/I m a x , j を 使 用 す べ き で あ
る 。 C/I m a x , j は ス ケ ジ ュ ー ラ 内 部 に プ ロ グ ラ ム さ れ て い る か 、 あ る い は DSCH電 力 制 御 か ら
得 ら れ る 情 報 に 応 じ て 更 新 さ れ る も の で あ る （ ス ケ ジ ュ ー ラ は サ ー ビ ス を 受 け る 全 UEの C/
I m a x , j の 最 小 値 を 維 持 す る ） 。
 
　 C/I T F C の 値 は 固 定 （ そ し て ス ケ ジ ュ ー ラ に プ ロ グ ラ ム さ れ る ） で も 、 UEに よ っ て 行 わ れ
る 測 定 に 従 っ て 継 続 的 に 更 新 さ れ る の で も よ い こ と を 注 意 し て お く べ き で あ ろ う 。 こ う し
て 、 こ の 例 で は 、 DSCHか ら 決 定 さ れ た 電 力 要 求 に 応 じ た 有 効 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ が 達 成 さ れ
、 こ う し て ス ケ ジ ュ ー ラ は FACHデ ー タ へ の 、 そ し て た と え ば さ ま ざ ま な UEへ の 電 力 資 源 の
割 り 当 て を 制 御 し う る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 似 通 っ た 電 力 要 求 を も つ UEが 送 信 を 共 有 す る よ う UEを グ ル ー
プ 化 す る こ と が 有 利 で あ り う る 。 こ の 方 法 で は 、 送 信 電 力 は サ ー ビ ス を 受 け る UEの 全 部 （
ま た は ほ と ん ど ） の た め に 好 適 で あ り う る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 FACH　 CCTrCHが 同 一 送 信 内 で い く つ か の UEを サ ポ ー ト す る よ う 構 成 さ れ て
い る 場 合 、 ほ ぼ 同 じ C/I m a x , j を も つ UEに は 同 時 に サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が 有 利 で あ る 。
先 に 議 論 し た よ う に 、 ス ケ ジ ュ ー ラ に よ っ て 最 悪 ケ ー ス の C/I m a x , j が 想 定 さ れ る か ら で あ
る 。 C/I m a x , j は た と え ば 、 UEへ の 送 信 に 関 連 付 け ら れ た TFCS（ Transmit　 Format　 Combin
ation　 Set［ 送 信 フ ォ ー マ ッ ト 組 み 合 わ せ 集 合 ］ ） に 照 ら し て 考 え ら れ う る 。 FACH　 CCTr
CHが 単 一 で あ る （ n＝ 1） 場 合 に つ い て の 、 こ れ を 利 用 す る あ る 実 施 形 態 が 図 ６ に 示 さ れ て
い る 。 よ っ て 、 待 ち 行 列 （ queue） Q1は TFCS1か ら TFCS8（ ６ １ ０ 1 、 ６ １ ０ 2 、 … ６ １ ０ 8 ）
と 示 さ れ る ８ つ の 部 分 待 ち 行 列 に 細 分 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 こ れ ら は 、 似 通 っ た 電
力 要 求 を も つ UEど う し が 同 じ 部 分 待 ち 行 列 に 割 り 当 て ら れ る （ た と え ば 同 じ 特 定 の 区 間 内
に は い る な ど ） よ う 行 わ れ る TFCSバ ン ド 化 ま た は グ ル ー プ 化 に 対 応 す る （ 下 記 参 照 ） 。 部
分 待 ち 行 列 に サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に は さ ま ざ ま な 機 構 が 用 い る こ と が で き る 。 図 ５ は
、 各 送 信 の た め に 異 な る 部 分 待 ち 行 列 を 指 定 す る ラ ウ ン ド ロ ビ ン ス ケ ジ ュ ー ラ ６ ２ ０ を 図
解 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、 図 ５ に 示 さ れ た FACHの 使 用 を 考 え る 。 た だ し 、
各 CCTrCHは ２ つ の コ ー ド を 使 用 す る こ と に 制 限 さ れ て い る （ UE受 信 機 の ハ ー ド ウ ェ ア 上 の
制 限 の た め ４ で な い ） 。 DSCH上 の UEの 電 力 要 求 に 従 っ て 、 あ る UEは 、 好 適 な 送 信 フ ォ ー マ
ッ ト （ TFCS） に 対 応 す る 異 な る 諸 グ ル ー プ に バ ン ド 化 （ グ ル ー プ 化 ） さ れ る 。 シ ス テ ム は
TFCS1か ら TFCS8ま で の ８ つ の 異 な る TFCSを 使 用 し う る 。 各 TFCSは 電 力 要 求 と し て 使 用 さ れ
う る 。 よ っ て 、 DSCH評 価 が あ る UEへ の あ る 送 信 が TFCS1特 性 に 一 致 す る こ と を 示 す 場 合 、
そ の UEは TFCS1グ ル ー プ に 割 り 当 て ら れ る 。 DSCH評 価 が あ る UEへ の 送 信 が TFCS2特 性 に 一 致
す る こ と を 示 す 場 合 に は 、 そ の UEは TFCS2グ ル ー プ に 割 り 当 て ら れ る 、 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 例 で は 、 各 UEは こ う し て 図 ７ に 示 す よ う に 、 TFCS1か ら TFCS8ま で の 一 つ の TFCS（ ７
１ ０ ） に 加 え て 、 「 TFCS1セ ル 端 １ 」 （ ７ ２ ０ ） お よ び 「 TFCS1セ ル 端 ２ 」 （ ７ ３ ０ ） 帯 域
に 割 り 当 て ら れ る 。 本 質 的 に は 、 １ か ら ８ の 異 な る TFCSは 、 そ の UEへ の 所 与 の 送 信 電 力 で
、 要 求 さ れ る 信 号 対 雑 音 比 を 達 成 し つ つ 使 用 で き る チ ャ ネ ル 符 号 化 率 を 表 現 す る 。 た と え
ば 、 セ ル 中 心 に 近 い UEは 経 験 す る 経 路 損 失 も 干 渉 も 低 く 、 こ れ ら の UEは 1に 近 い 符 号 化 率
を も つ （ す な わ ち 、 雑 音 に 対 し て 保 護 す る た め の 冗 長 性 が き わ め て 少 な い ） TFCS8内 に 置
か れ る 。 こ れ に 対 し 、 セ ル の 端 に 非 常 に 近 い UEに よ っ て 使 用 さ れ る TFCS1で は 、 符 号 化 率
は お よ そ 1/3で あ る ― ― セ ル の 端 で は ず っ と 大 き な 誤 り 保 護 が 要 求 さ れ る の で あ る 。 TFCS1
バ ン ド よ り も 低 い C/Iを 経 験 す る UEは 「 TFCSセ ル 端 １ 」 ま た は 「 TFCSセ ル 端 ２ 」 に 割 り 当
て ら れ る 。 セ ル 端 １ バ ン ド で は 、 UEは TFCS1　 UEの コ ー ド あ た り の 電 力 の ２ 倍 を 与 え ら れ
、 セ ル 端 ２ で は UEは コ ー ド あ た り の 電 力 の ４ 倍 を 与 え ら れ る 。 こ れ は あ る 時 間 枠 内 で 使 わ
れ る コ ー ド 数 を 制 限 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る （ TFCS1に 比 べ て 、 セ ル 端 １ で は 半 分 の
コ ー ド 数 が 使 わ れ 、 セ ル 端 ２ で は ４ 分 の １ の コ ー ド 数 が 使 わ れ る ） 。 セ ル 端 バ ン ド に 適 用
さ れ る チ ャ ネ ル 符 号 化 は TFCS1と 同 一 で あ る 。 DSCHの 電 力 制 御 は RNCに よ っ て 調 べ ら れ 、 次
い で UEを TFCSの 間 で 切 り 換 え る 決 定 を す る こ と が で き る （ 公 開 さ れ た 特 許 公 開 WO03/04932
0に あ る よ う に ） 。 使 用 中 の TFCSは 次 い で 、 こ の UEに サ ー ビ ス を 提 供 す る と き の FACH上 で
の 電 力 消 費 を 決 定 す る の に 使 用 さ れ る （ 詳 細 に つ い て は 下 記 参 照 ） ― ― こ れ は 上 で 導 入 し
た 「 電 力 コ ス ト 」 で あ る 。 結 果 と し て 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ う る FACHの 数 が 決 定 さ れ る
。 た と え ば 、 １ か ら ８ ま で の バ ン ド 状 態 の ４ つ の UEが サ ー ビ ス を 受 け う る （ ４ つ の FACH、
４ つ の S-CCPCH　 CCTrCH上 で ） が 、 セ ル 端 ２ UEが サ ー ビ ス を 受 け る と し た 場 合 だ と こ の UE
だ け が こ の フ レ ー ム 中 で サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 計 算 さ れ た 電 力 コ ス ト は 下 の 表 １ に 挙 げ ら れ て い る （ １ つ の FACHが ２ つ の S-CCPCHコ ー
ド に マ ッ ピ ン グ さ れ る 場 合 に つ い て ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ う し て 、 各 グ ル ー プ に つ い て 、 標 準 的 な FACH電 力 コ ス ト が 各 UEに 割 り 当 て ら れ る 。 電
力 コ ス ト は 、 そ の UEに デ ー タ ブ ロ ッ ク を 送 信 す る た め に 必 要 と さ れ る 資 源 の 指 標 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ２ か ら ８ ま で の ど れ か の TFCSバ ン ド か ら ユ ー ザ ー に 送 信 を 行 う と き は 、 TFCS1と 同 じ 電
力 コ ス ト が 想 定 さ れ る こ と を 注 意 し て お く べ き で あ る 。 全 TFCS範 囲 に ま た が っ て 電 力 コ ス
ト を 調 整 す る よ り 洗 練 さ れ た ア ル ゴ リ ズ ム に つ い て 下 記 に 述 べ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 FACHス ケ ジ ュ ー ラ は こ う し て 、 FACHデ ー タ を 、 該 FACHデ ー タ の 送 信 に 関 連 付 け ら れ た 資
源 使 用 に 応 じ て 割 り 当 て る こ と に よ っ て 、 FACH上 で 使 用 さ れ 、 割 り 当 て ら れ る 電 力 を 制 御
し う る 。 た と え ば 、 FACHス ケ ジ ュ ー ラ は 、 合 わ せ た 全 FACH電 力 コ ス ト が 所 定 の 閾 値 を 超 え
る ま で FACHデ ー タ を 割 り 当 て う る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 明 ら か に 、 今 で は 送 信 さ れ る FACH数 は 可 変 に な る 。 そ れ は 、 FACHが 送 ら れ る べ き UEに 適
用 さ れ る DSCH　 TFCSに 依 存 す る か ら で あ る 。 こ の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 提 供 し 、 レ イ ヤ ー １
ま で 通 さ れ る こ と が で き 、 結 果 と し て 送 信 さ れ る FACHが い く つ あ る か を 決 定 す る た め に 、
MACが 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 い か な る 一 時 点 に お い て も FACHは 異 な る DSCH　 TFCS上 の ユ ー ザ ー に 送 信 さ れ る 必 要 が あ
り そ う で あ る 。 し た が っ て 、 各 FACHに つ い て 要 求 さ れ る 電 力 （ FACH電 力 コ ス ト と 呼 ば れ る
） に 対 す る 利 用 可 能 な 全 電 力 の 比 に 基 づ く MACに お い て 、 図 ８ に 図 解 さ れ る よ う な あ る 方
式 が 用 い ら れ る 。 そ こ で は ４ つ の FACH（ ８ １ ０ 1 、 ８ １ ０ 2 、 ８ １ ０ 3 、 ８ １ ０ 4 ） が 送 信 さ
れ る こ と に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 共 通 制 御 チ ャ ネ ル （ CCCH） 上 で 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ は す べ て 、 あ る い は DSCH　 TFCSが
未 知 の 場 合 に は 、 FACHコ ス ト は 1.0に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の 任 意 的 な 改 良 は 、 異 な る 諸 バ ン ド に お け る ユ ー ザ ー に つ
い て C/Iは 満 た さ れ る べ き だ が 超 過 さ れ る べ き で は な い と い う 想 定 の 下 で 電 力 管 理 を 実 行
す る 。 こ の 改 良 で は 、 表 １ は 次 の よ う に 修 正 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】

(10) JP 2007-519323 A5 2007.12.20



【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ２ を 使 う と き 、 FACH電 力 制 御 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル に FACHブ ロ ッ ク が 加 え ら れ る 際 に 、 利
用 可 能 な FACH　 CCTrCHコ ー ド 資 源 が 超 過 さ れ な い こ と を 保 証 し な け れ ば な ら な い 。 表 １ で
は こ れ は 必 要 で は な か っ た 。 最 小 電 力 コ ス ト 0.25が 高 々 ４ つ の FACH（ ８ つ の S-CCPCHコ ー
ド に 対 応 す る ） し か ス ケ ジ ュ ー ル さ れ な い こ と を 保 証 し て お り 、 こ れ が FACH　 CCTrCHの コ
ー ド 制 限 を 表 し て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 が 、 上 記 の TFCS選 択 法 に 基 づ く FACH電 力 決 定 に 限 定 さ れ な い こ と は 理 解 さ れ る で
あ ろ う 。 FACH電 力 は た と え ば 、 DSCH電 力 消 費 の 指 標 が RNC内 に 位 置 し て い る FACHス ケ ジ ュ
ー ラ に 渡 さ れ れ ば 推 定 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 典 型 的 な 条 件 下 で は 、 FACHお よ び DSCHの 時 間 枠 は 高 負 荷 で あ り 、 こ れ ら の 時 間 枠 に お い
て 達 成 可 能 な C/Iは 近 似 的 に 等 し い 。 そ の よ う な 状 況 で は 、 FACH電 力 管 理 方 式 は う ま く 機
能 す る は ず で あ る 。 し か し 、 FACHま た は DSCHの ど ち ら か の 時 間 枠 で ネ ッ ト ワ ー ク の 負 荷 が
軽 い と 、 本 ア ル ゴ リ ズ ム の パ フ ォ ー マ ン ス が 低 下 し う る 。 こ れ は 、 RNCが 、 DSCH動 作 に 基
づ く 電 力 制 御 ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 す る か 、 従 来 式 の UEに お け る 測 定 に 基 づ く 達 成 可 能 な C/
Iの 計 算 に 基 づ く 電 力 制 御 ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 す る か を 決 定 す る こ と に よ っ て 改 善 さ れ う
る 。 こ の 方 法 で は 、 DSCHに 基 づ く ア ル ゴ リ ズ ム は 、 近 隣 セ ル に お け る DSCHの 負 荷 が 高 く （
当 該 UEが DSCH資 源 を あ る 所 定 の 時 間 期 間 に わ た っ て 認 め ら れ た 時 間 枠 に お け る DSCH上 で の
近 隣 セ ル の 集 合 に わ た る 平 均 コ ー ド 消 費 が あ る 閾 値 を 超 過 す る ） 、 か つ 近 隣 セ ル に お け る
FACH上 で の 即 時 負 荷 （ immediate　 loading） が 高 い （ 近 隣 セ ル の 間 で の 待 ち 行 列 に 並 ん で
い る FACHト ラ フ ィ ッ ク に 対 し て 閾 値 を 使 用 す る こ と に よ っ て 決 定 さ れ る ） 場 合 に の み 使 用
さ れ る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 で 述 べ た 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 電 力 管 理 の た め の 方 法 お よ び 装 置 が い く つ も の
利 点 を 提 供 す る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 そ れ に は 以 下 の よ う な 利 点 の う ち の 一 つ ま た
は 複 数 が 含 ま れ る ：
・ FACH（ 単 数 ま た は 複 数 ） 上 で の ス ル ー プ ッ ト の 最 大 化 。
・ DSCH電 力 管 理 の 利 用 に よ り 、 UEに よ っ て 行 わ れ る べ き 追 加 的 な 測 定 の 必 要 性 が 緩 和 ま た
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は 解 消 さ れ る 。
・ 資 源 要 求 が 軽 減 さ れ え 、 よ っ て 通 信 シ ス テ ム 全 体 と し て の 容 量 が 増 加 し う る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の 記 述 は 明 確 の た め に 本 発 明 の 実 施 形 態 を さ ま ざ ま な 機 能 ユ ニ ッ ト お よ び 処 理 器 を
参 照 し つ つ 説 明 し て き た こ と が 認 識 さ れ る で あ ろ う 。 し か し 、 異 な る 機 能 ユ ニ ッ ト ま た は
処 理 器 の 間 で の 機 能 の い か な る 好 適 な 分 配 も 本 発 明 に も と る こ と な く 使 用 さ れ う る こ と は
明 ら か で あ ろ う 。 た と え ば 、 別 個 の 処 理 器 ま た は コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 実 行 さ れ る よ う 図
解 さ れ て い る 機 能 が 同 一 の 処 理 器 ま た は コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 実 行 さ れ て も よ い 。 よ っ て
、 個 別 の 機 能 ユ ニ ッ ト へ の 言 及 は 、 記 載 さ れ る 機 能 を 提 供 す る 好 適 な 手 段 へ の 言 及 と 見 な
さ れ る べ き も の で し か な く 、 厳 密 な 論 理 的 ま た は 物 理 的 な 構 造 ま た は 構 成 を 示 す も の で は
な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 フ ァ ー ム ウ ェ ア ま た は こ れ ら の 任 意 の 組 み 合
わ せ を 含 む い か な る 好 適 な 形 で 実 装 さ れ る こ と も で き る 。 本 発 明 は 任 意 的 に は 少 な く と も
部 分 的 に 、 一 つ ま た は 複 数 の デ ー タ プ ロ セ ッ サ お よ び ／ ま た は デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 上
で 走 る コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア と し て 実 装 さ れ う る 。 本 発 明 の 実 施 形 態 の 要 素 お よ び コ
ン ポ ー ネ ン ト は 、 物 理 的 に 、 機 能 的 に 、 そ し て 論 理 的 に い か な る 好 適 な 仕 方 で 実 装 さ れ て
も よ い 。 実 際 、 機 能 は 単 独 の ユ ニ ッ ト に お い て も 、 複 数 の ユ ニ ッ ト に お い て も 、 あ る い は
他 の 機 能 ユ ニ ッ ト の 一 部 と し て も 実 装 さ れ う る 。 そ の よ う な も の と し て 、 本 発 明 は 単 独 の
ユ ニ ッ ト に お い て 実 装 さ れ て も よ い し 、 異 な る い く つ か の ユ ニ ッ ト お よ び 処 理 器 の 間 に 物
理 的 お よ び 機 能 的 に 分 散 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 は い く つ か の 実 施 形 態 と の 関 連 で 記 述 さ れ て き た が 、 こ こ に 述 べ ら れ た 特 定 の 形
に 限 定 さ れ る こ と は 意 図 さ れ て い な い 。 む し ろ 、 本 発 明 の 範 囲 は 付 属 の 請 求 項 に よ っ て の
み 限 定 さ れ る 。 追 加 的 に 、 あ る 特 徴 は 特 定 の 実 施 形 態 と の 関 連 で 記 述 さ れ て い る よ う に 見
え る が 、 当 業 者 は 記 載 さ れ て い る 実 施 形 態 の さ ま ざ ま な 特 徴 が 本 発 明 に 基 づ い て 組 み 合 わ
せ う る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。 請 求 項 に お い て は 、 「 有 す る 」 の 語 は そ の 他 の 要 素 ま た
は ス テ ッ プ の 存 在 を 排 除 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 個 別 に 挙 げ ら れ て は い て も 、 複 数 の 手 段 、 要 素 、 ま た は 方 法 ス テ ッ プ は 、 た と
え ば 単 独 の ユ ニ ッ ト ま た は 処 理 器 に よ っ て 実 装 さ れ て も よ い 。 追 加 的 に 、 個 別 の 特 徴 が 異
な る 請 求 項 に 含 め ら れ る こ と も あ る が 、 こ れ ら は 可 能 性 と し て は 有 利 に 組 み 合 わ せ る こ と
も で き る も の で あ っ て 、 異 な る 請 求 項 に 含 め ら れ て い る こ と が 特 徴 の 組 み 合 わ せ が 実 行 可
能 お よ び ／ ま た は 有 利 で な い と い う こ と を 含 意 す る も の で は な い 。 ま た 、 あ る 特 徴 が 請 求
項 の あ る 範 疇 に あ る こ と は 、 そ の 範 疇 へ の 限 定 を 含 意 す る も の で は な く 、 む し ろ そ の 特 徴
は 適 宜 他 の 請 求 項 範 疇 に 等 し く 適 用 可 能 で あ る こ と を 示 す も の で あ る 。 さ ら に 、 請 求 項 に
お け る 諸 特 徴 の 順 序 は そ れ ら の 特 徴 が 機 能 さ せ ら れ る べ き い か な る 特 定 の 順 序 を も 含 意 す
る も の で は な い 。 特 に 、 方 法 請 求 項 に お け る 個 々 の ス テ ッ プ の 順 序 は そ れ ら の ス テ ッ プ が
そ の 順 序 に 実 行 さ れ な け れ ば な ら な い こ と を 含 意 す る も の で は な い 。 む し ろ 、 諸 ス テ ッ プ
は い か な る 好 適 な 順 序 で 実 行 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 単 数 形 で の 言 及 は 複 数 を 排 除 し な い
。 た と え ば 「 あ る 」 「 第 一 の 」 「 第 二 の 」 な ど の 言 及 は 複 数 を 除 外 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 使 用 さ れ う る 3GPP無 線 通 信 シ ス テ ム を 図 解 す る ブ ロ ッ ク 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 FACH転 送 チ ャ ネ ル の 単 一 の CCTrCHへ の 多 重 化 を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ４ つ の FACHを 担 う S-CCPCH型 の ４ つ の CCTrCHの 使 用 を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 を 組 み 込 ん だ 電 力 制 御 装 置 を 図 解 す る ブ ロ ッ ク 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 待 ち 行 列 を な し た FACHト ラ フ ィ ッ ク の 配 置 を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 転 送 フ ォ ー マ ッ ト 組 み 合 わ せ 集 合 （ TFCS:　 Transport　 Format　 Combination　 S
et） バ ン ド に よ っ て 待 ち 行 列 に さ れ 、 同 時 に 一 バ ン ド ず つ サ ー ビ ス を 受 け る ト ラ フ ィ ッ ク
を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 DSCH上 の UEの 異 な る TFCSへ の バ ン ド 化 を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 FACH電 力 コ ス ト 方 式 を 図 解 す る 概 略 図 で あ る 。
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